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-WEB 上の データ分析から- 
 
高橋佐和子＊ ,1)，中村富美子 2），黒田恵美  3），荒木田美香子 4） 




















ページは，Web アンケート作成サービス SurveyMonkey を活用した． 
【結果】養護教諭 121 名，専門職種 7 名から回答があった．養護教諭の経験年数は 1 年
以上 5 年未満が 28.1%(34 名 )で最も多く，次いで多かったのは 5 年以上 10 年未満
14.1%(17 名)であり，15 年未満が 72.7%（88 名）を占めた．救急処置を行う上で不安な
ことがあると回答したのは 95.1%(115 名)であり，その不安の種類をその他を含む 6 種
類から 1 つ選択させたところ，最も多かったのは症状の見落としへの不安 30.9％（30
名），次いで多かったのは緊急度の判断への不安 26.8％（26 名）であった．対応に不安
を感じる症状を 35 項目から 2 つ選択させたところ，頭を打った 38.1％（37 名）が最も
多く，次いで意識障害 27.8％（27 名）が多かった．実施に不安を感じる技術を 25 項目
から 2 つ選択させたところ，緊急度の判断 53.6％（52 名）が最も多く，次いで緊急体
制の確立 17.53％（17 名）が多かった．救急処置の知識や技術について学びたいことが
あると回答したのは 100％（90 名）であり，学びたい内容を 17 項目から 2 つ選択させ
たところ最も多かったものから緊急度・重症度の判断 32.6％（29 名），内科的な症状の
フィジカルアセスメント 30.3％（27 名），一時的危険脱出処置 27.0%（24 名）となった． 
【考察】ほとんどの養護教諭が救急処置に不安を抱えていること，中でも緊急度・重症
度の判断に自信が持てず，学ぶ必要性を感じていることが明らかになった．子供の命に
責任を負うことへの恐怖心の現れであると考えられる．   
【結論】養護教諭の救急処置の研修は，他の職員や保護者と共有しつつ，専門職として
自信を持って「判断できる力」をつけることに焦点を当てるべきである．  
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